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例会予定 

 

5月 17日→20日（日） 2700地区・地区大会            

苅田町役場 東側駐車場  9：00出発           

5月 24日→青少年奉仕委員会    駐車場〇 

5月 31日→ロータリー情報”    駐車場× 

6月 7日→クラブ協議会       駐車場〇 

       委 嘱 状                                                                                                                          

      拡大・会員増強委員会 

       委員長  鈴木公利 

       副委員長 杉坂正徳 

      国際奉仕委員会 

       副委員長 片岡孝市 

      R情報委員会 

       副委員長 角田成弘 

 

 

 

■地区・第１G・行事予定 

5月 17日（木）→5月度理事会 18：30～ 三原 

5月 19日/20日→2700地区 地区大会 

6月 12日（火）→第１グループ会長幹事会 

7月 6日（金）→会員増強セミナー 

 

■ＩＡＣ 

5月 10日（木） 例会 16：30～ 視聴覚教室 

5月 24日（木） 例会 16：30～ 視聴覚教室 

 

 本日のプログラム <第 1994 回例会> 

    地区研修協議会の報告 
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＜第 1993回 例会記録 ＜2018年 4月 26日＞ 

会長の時間  会長  鈴木 公利 

日本のロータリー100年周年実

行委員会とは? 1920年 10月 20

日東京 RC 創立。そして日本のロ

ータリーは 100年を迎えます。こ

の 2020年を日本のロータリーク

ラブがどのように向かえるかを検討するために委

員会を発足しました。 

目的は 100周年を迎える日本のロータリーに相応

しい事業展開をすることによって、連帯感を育みロ

ータリーの基盤を強化すること。ロータリーの主役

であります各々のロータリークラブが活性化、魅力

的なクラブとなることを願っております。その目的

達成のために次の事項に取り組みます。 

実行委員会の取り組み             

（1）奉仕の新世紀に向け、日本らしいビジョンの策    

定に関すること。               

（2）100周年をどのように迎え祝うかに関すること。                    

（3）東京オリンピック・パラリンピックにロータリ

ーがどのように関わることが出来るかに関すること。                   

（4）日本のロータリーに存在する組織の連携強化に

関すること。 

日本のロータリー100周年委員会の下に、上記事項を

検討し推進するため三つの委員会「ビジョン策定委

員会」「記念事業等委員会」「組織連携委員会」を

設置致しました。日本のロータリー100周年実行委員

会の委員には、水野正人（2580地区、ミズノ会長) 東

京 RC連携鐘イメージ、司葉子（2750地区)が、参加

されています。具体的な記念事業については以下の

事項が検討されています 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告   幹事  井手口 貞治 

・推薦が挙がっている４名の方の異議申し立てが

ありませんでしたので、宜しくお願いします。 

≪地区研修協議会 報告≫  

 次年度会長  片岡 孝市 

本会議では 3月 17日の会長エレク

ト研修セミナー（PETS）と同じ内

容でしたので前回週報に書いたと

おりですのでこの部分は省略致します。 

地区研修・協議会次年度の会長、幹事会での部会別

の報告を致します。安増ガバナーの挨拶で、会長が

元気で強引なクラブにする。そして勉強したクラブ

になる事、会長になってからは遅い今勉強しなさい

との発言でした。それから会員の増強が必要、クラ

ブは会長次第。仕事はロータリ―の精神をもって行

う。最後にロータリーは企業であるから目標をたて

数字で動くようにとの挨拶でした。 

灘谷ガバナーノミニーによる日台交流の件での話が

ありました。日本、台湾との交流が 2008年にスター

トしました。現在 2700地区では 13のクラブが台湾

のクラブと交流を深めています。2020年 3月 6日福

岡で 1000人規模の日台会議が開催されます。そこで

100名以上のクラブは 2名、50名以内のクラブは 1

名実行委員会に出向していただくような話でした。

いずれ正式に文章が届くと思います。 

長期計画委員会をクラブで新設するように地区では

奨励していますが、私の年度では行いませんが継続

的に奉仕できる体制に持っていきます。 

末吉次年度地区幹事の講和で、ロータリーの基本に

沿って行い勝手な解釈をしない事、又各クラブで不

祥事があり対策防止策として月に一度は、クラブ幹

事が会計監査を行ってくださいとの要望がありまし

た。 

最後に福岡平成 RCの大楠さんのロータリーの危機管

理と保険の講和でした。岡野ガバナーエレクトは、

時代の流れに沿って人も組織も多様化しています。

ロータリーを揺るがす恐れのある全ての好ましから

ざる事態から人と組織を守る必要があります。備え

あれば憂いなしではありますが 2700地区で、危機管

理委員会が出番となる事象無きこと信じています。 



次年度クラブ奉仕委員長   前田 頴子 

拡大会員増強委員会は鈴木委員長、杉坂副委員長で

開催されました。ビデオ上映ではニキウォーカーさ

んの講演が収められ 『未来について確かなことが 

1 つだけ有る。それは、未来は過去と同じではない』

という事。 

◎過去から現在未来へのローターリー 

１．何が変わったか。自分だけ「人

とは違う」マイロータリー・ 

２、24 時間いつでもつながる。          

（グローバル化） 

３．1 つのパッケージだけでは全ての人を満足させ

ることはできない 

◎入会見込み者について 

・大学生、元奨学生、職業人、女性男性を問わない 

・若い世代が重視すべき価値観。求めているもの参

加方法。ライフスタイルに添う事 

2018－2019 年度拡大会員増強委員会は、クラブ会

員の勧誘と退会防止の計画を立案実施すべく倍増さ

れ任命された 23 名の委員が紹介された。それぞれの

基盤で期待が高まります。 

次年度 IT・週報委員長  丸山 謙一 

地区研修・協議会は委員長在津吾

朗氏、副委員長平嶋守氏、カウン

セラー原田久光ＰＧで開催されま

した。  

 

活動の基本方針 

1・公共イメージと認知度の向上に関する取り組みを

推進する。 

2・地区クラブ間の情報ネットワークを強化する。 

3・各クラブの会報（週報）に関する取り組みを支援

する。 

4・地区ロータリアンがロータリーの友を活用できる

よう支援する。 

 

具体的な活動方針 

2017－18 年度に取り組んだ内容に立脚し、さらに下

記の取り組みを推進する。 

1・リニューアルした地区ウェブサイトを活用する。 

 

(ア)各クラブ広報員と連携し外部広報用に掲載でき

る情報の量を確保する。 

(イ)青少年奉仕関係のイベント告知を強化する。 

(ウ)内部広報の基盤として会員専用サイトヘの会員

登録率７０％を目指す。 

(工)会員専用サイト登録への動線として会員専用コ

ンテンツを企画する。 

  ①アンケートシステムを使った会員登録フロー

を確立する。 

  ②ガバナー卓話、財団委員長の補助金関連単話

などを動画化する。 

  ③会員相互のコミュニケーションを促進する掲

示板的な機能を実装する。 

  ④地区委員会支援の一環としてアンケートシス

テムを提供する。 

2・マイロータリー登録率５０％を目指す。 

(ア)２０１７－１８年度に構築中のマイロータリー

登録支援フローを 61クラブに展開する。 

(イ)マイロータリー登録で一番の障壁となっている

メールアドレス登録の件を解決する。 

 

具体的な活動計画 
1・クラブ委員長向け実践広報セミナーを開催する。 

2・隔月を目標に地区委員会会議を開催する。 

3・各クラブ広報員を集めての地区広報ネットワー

ク会議を定期的に開催する。 

  

広報・ＩＴ委員は年度をまたいで活動できるよう

に地区からお願いしているそうですが、ＩＴにかな

り精通している会員でないと対応できないのではな

いかと感じました。 

 

次年度 R情報委員長   高城 雅春 

中野博リーダーにより、新年度の

活動方針等について以下につい

てのお話がありました。 

① 地区情報委員会の構成につ

いて名誉顧問として廣畑パ

ストガバナー、カウンセラー

冨田パストガバナー副委員長に我苅田クラブの

角田Ｒが居るのが力強い限りです。 

 
② ロータリー情報委員会の役割について 

・会員候補者、特に新会員にロータリークラブ会

員の特典と責務に関する情報の提供 

 ・会員にロータリーの歴史、綱領、規模、活動に

関する情報の提供 

 ・入会後１年間の新会員のオリエンテーションを

監督 



 ・国際ロータリーの管理運営の動向についての情

報提供 

 ※可能であれば委員会委員が同じ委員会を３年間

努めるよう任命すべきである。 

③年間の活動方針及び活動内容 

 岡野ガバナーエレクトのメッセージ「寛容と思い

やり、そして和の心」を理解し、実践するために

必要な情報を発信していく。 

 「職業サービス」の理念の浸透に努め、四つのテ

ストの普及に努め、その他のサービス理念につい

て有用な情報の提供をし、クラブ運営上の相談・

助言等による支援する。 

 国際ロータリーの動向を把握しクラブに伝達する。 

 活動内容としては 

 ・ロータリー研修会及び地区情報委員長会議の実

施（年６回予定） 

 ・各クラブへの卓話の実施（角田Ｒ） 

 ・国際ロータリー規定審議会への決議案募集 

  ※規定審議会の対応につきましては、時間の関

係により後日機会があればと思います。 

 

＜ニコニコ BOX＞  

親睦活動委員会委員長  幾田 誠泰  

 

鈴木 公利  地区研修・協議会ご苦労様でした。 

井手口貞治  地区研修・協議会お疲れ様でした。 

長江 三郎  片岡次期会長お世話になりました 

桧槇 敬   地区協議会に参加をしました。 

高城 雅春  地区協議会では片岡さんにお世話

になりました。 

片岡 孝市  地区研修・協議会に参加いただい

た各委員会の皆様お疲れ様でした 

結城 吉絵  6月 2日第 1回京築のご当地観光

大使のオーディションを行いま

す。成功を祈願してニコニコ！ 

原  公克  ニコニコします！ 

竹部 武男  遅刻しました。  

 

   計 25,000円    累計 633,500 円 

 

例会 2000回 積立 83,966円 

 

近隣クラブ例会曜日 

月曜日 小倉中央 RC   リーガロイヤル小倉 

火曜日 行橋 RC     京都ホテル 

水曜日 田川 RC     ザ・ブリティシュヒルズ 

     行橋みやこ RC  京都ホテル 

木曜日 豊前 RC     築上館 

金曜日 豊前西 RC    築上町リサイクルプラザ 

４つのテスト 

 

言行はこれに照らしてから 

1）真実かどうか      

2）みんなに公平か 

3）好意と友情を深めるか 

4）みんなのためになるかどうか  

 

RI2700 地区 地区大会 

 5月 18日→親睦ゴルフ ザ・クラッシック 

9：30 スタート 

 5月 19日→13：00～開会 宗像ユリックス 

 5月 20日→10：50～17；00 宗像ユリックス  

  バス 9：00出発 

  苅田町役場（9：00）→宗像ユリックス（10：10） 

 

出席委員会委員  角﨑 明美  

４月 26 日  会員数 37 名  出席者 ２８名                                            

修正出席率 86％ 

メークアップ  

4 月 29 日 高城山視察 

井手口 R・杉坂 R・鈴木 R・高城（直）R・竹部 R・    

原 R・屏 R・松田 R・松本 R・渡邊 R・田辺 R 

4 月 29 日 IAC 年次大会 

高橋 R・壁屋 R 


